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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  従来の液晶表示装置でのソース信号線の断線
レスキュー構成では、表示領域とデマルチプレクサの間
のスペースにソース断線レスキュー用配線を配置してい
る為、レスキュー用配線とソース信号線のクロス容量が
が多くなり、断線をレスキューしても、容量による負荷
の為画素に十分な充電が得られず薄線となってしまう問
題がある。
【解決手段】  デマルチプレクサ３とIC８との間のスペ
ースに断線レスキュー配線４を配置することで、クロス
容量を減らし表示に問題の無い断線レスキューを可能に
する
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ゲートドライバを多結晶シリコンTFTか
らなる駆動回路で内蔵し、ソースドライバをICにて構成
し、前記ソースドライバより出力されるソース信号一本
に対し複数の画素を駆動できるよう、複数のソース信号
線をスイッチで選択することで画像表示できる駆動回路
（以後、デマルチプレクサと呼ぶ）を内蔵した液晶表示
装置であって、前記ソース信号線の断線をレスキューす
る為の表示領域外周に１本又は複数本配線する断線レス
キュー配線を、前記デマルチプレクサの辺にて、前記デ
マルチプレクサと前記ICとの間のスペースに前記断線レ
スキュー配線を配置することを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項２】  前記デマルチプレクサで構成される回路
ブロックの両側又は片側に、断線している前記ソース信
号線に相当する信号を選択し断線レスキュー配線に供給
するための多結晶シリコンTFTで構成されたスイッチを
１個又は複数個配置することを特徴とする請求項１記載
の液晶表示装置。
【請求項３】  前記多結晶シリコンTFTで構成されたス
イッチは断線レスキュー配線１本に対して１個が接続さ
れており、断線したソース信号線に相当する信号を選択
するため、スイッチのゲート線をデマルチプレクサの走
査信号線とクロスさせ、レスキュー時にはゲート線と断
線しているソース信号線に接続されているデマルチプレ
クサの走査信号線とショートさせることを特徴とする請
求項２記載の液晶表示装置。
【請求項４】  前記多結晶シリコンTFTで構成されたス
イッチは断線レスキュー配線１本に対してデマルチプレ
クサと同数配置し、スイッチのゲート線をそれぞれのデ
マルチプレクサの走査信号線と接続し、ドレイン側を断
線レスキュー配線と接続し、断線したソース信号線に相
当する信号を選択するため、ソース側にて断線レスキュ
ー配線とクロスさせ、レスキュー時には断線したソース
信号線に接続されているデマルチプレクサの走査線で駆
動するスイッチのソースと断線レスキュー配線をショー
トさせることを特徴とする請求項２記載の液晶表示装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、多結晶シリコンTF
Tからなる集積回路を内蔵する構成を用いた液晶表示装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】現在の液晶表示装置は、低価格化、無欠
陥化が進んでおり、欠陥のレスキューが不可欠となって
いる。図３に従来のゲートドライバを多結晶シリコンTF
Tからなる駆動回路で内蔵し、ソースドライバをICにて
構成する液晶表示パネルで、前記液晶表示パネルと同一
基板上にデマルチプレクサを内蔵した液晶表示装置での
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ソース信号線の断線レスキュー構成の一例を示す。１は
表示領域、２はソース断線レスキュー用配線、３はデマ
ルチプレクサ、４はデマルチプレクサ走査配線、５はソ
ース信号線、６は断線箇所、７はレスキューコンタクト
部分、８はICである。表示領域１の周辺にすべてのソー
ス信号線５の始端側と終端側でクロスし、１本のライン
で繋がるようにソース断線レスキュー用配線２が配置さ
れている。ソース断線レスキュー用配線は複数本ある場
合もある。表示領域１内でソース信号線２(b)に断線個
所６があった場合、ソース断線レスキュー用配線２を使
用し、断線しているソース信号線５の始端側と終端側の
ソース断線レスキュー用配線２とクロスしているレスキ
ューコンタクト部分７でショートさせ、断線している箇
所以降のソース信号線に断線レスキュー配線２を利用し
信号を供給する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】図３に示した従来のゲ
ートドライバを多結晶シリコンTFTからなる駆動回路で
内蔵し、ソースドライバをICにて構成し、デマルチプレ
クサを内蔵した液晶表示装置でのソース信号線の断線レ
スキュー構成では、表示領域とデマルチプレクサの間の
スペースにソース断線レスキュー用配線を配置している
為、レスキュー用配線とソース信号線のクロス容量がが
多くなり、断線をレスキューしても、容量による負荷の
為画素に十分な充電が得られず薄線となってしまう問題
がある。
【０００４】本発明は前記の問題点を解決するものであ
り、ソース断線レスキューによる薄線の発生を抑えるこ
とが可能である。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明はゲートドライバを多結晶シリコンTFTから
なる駆動回路で内蔵し、ソースドライバをICにて構成
し、デマルチプレクサを内蔵した液晶表示装置でのソー
ス信号線の断線レスキュー構成を有する場合、デマルチ
プレクサとICの間のスペースにソース断線レスキュー配
線を配置し、ソース線とソース断線レスキュー用配線と
のクロス容量を減らし、表示に問題の無い断線レスキュ
ーを可能にする構造であり、ソース断線レスキューによ
る薄線の発生を抑えることが得られる。
【０００６】
【発明の実施の形態】本発明の請求項１に記載の発明
は、ゲートドライバを多結晶シリコンTFTからなる駆動
回路で内蔵し、ソースドライバをICにて構成し、デマル
チプレクサを内蔵した液晶表示装置で、ソース信号線の
断線をレスキューする為の表示領域外周に配線する断線
レスキュー配線は、デマルチプレクサの辺にて、デマル
チプレクサとICとの間のスペースに配置することで、ク
ロス容量を減らし表示に問題の無い断線レスキューを可
能にする構造であり、ソース断線レスキューによる薄線
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の発生を抑えることができるという作用を有する。
【０００７】また、請求項２に記載の発明は、前記デマ
ルチプレクサで構成される回路ブロックの両側又は片側
に、断線している前記ソース信号線に相当する信号を選
択し断線レスキュー配線に供給するための多結晶シリコ
ンTFTで構成されたスイッチを１個又は複数個配置する
ことで、デマルチプレクサとICとの間のスペースに断線
レスキュー配線を配置するソース断線レスキューにて、
表示に問題の無い断線レスキューを可能にする構造であ
り、ソース断線レスキューによる薄線の発生を抑えるこ
とができるという作用を有する。
【０００８】また、請求項３に記載の発明は、請求項２
の多結晶シリコンTFTで構成されたスイッチは断線レス
キュー配線１本に対して１個が接続させ、断線したソー
ス信号線に相当する信号を選択するため、スイッチのゲ
ート線をデマルチプレクサ走査配線とクロスさせ、レス
キュー時にはゲート線と断線しているソース信号線に接
続されているデマルチプレクサの走査信号線とショート
させることで、デマルチプレクサとICとの間のスペース
に断線レスキュー配線を配置するソース断線レスキュー
にて、表示に問題の無い断線レスキューを可能にする構
造であり、ソース断線レスキューによる薄線の発生を抑
えることができるという作用を有する。
【０００９】また、請求項４に記載の発明は、請求項２
の前記多結晶シリコンTFTで構成されたスイッチは断線
レスキュー配線１本に対してデマルチプレクサ数と同数
配置し、スイッチのゲート線をそれぞれのデマルチプレ
クサ走査配線と接続し、ドレイン側を断線レスキュー配
線と接続し、断線したソース信号線に相当する信号を選
択するためソース側にて断線レスキュー配線とクロスさ
せ、レスキュー時には断線したソース信号線に接続され
ているデマルチプレクサ走査配線で駆動するスイッチの
ソースと断線レスキュー配線をショートさせ、デマルチ
プレクサとICとの間のスペースに断線レスキュー配線を
配置するソース断線レスキューにて、表示に問題の無い
断線レスキューを可能にする構造であり、ソース断線レ
スキューによる薄線の発生を抑えることができるという
作用を有する。
【００１０】以下、本発明の実施の形態について図面を
参照にしながら説明する。
【００１１】（実施の形態１）図１は本発明の実施の形
態１におけるゲートドライバを多結晶シリコンTFTから
なる駆動回路で内蔵し、ソースドライバをICにて構成
し、デマルチプレクサを内蔵した液晶表示装置であっ
て、前記ソース信号線の断線をレスキューする為の表示
領域外周に配線する断線レスキュー配線を、デマルチプ
レクサの辺にて、デマルチプレクサとICとの間のスペー
スに配置し、デマルチプレクサで構成される回路ブロッ
クの片側に、断線している前記ソース信号線に相当する
信号を選択し断線レスキュー配線に供給するための多結
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晶シリコンTFTで構成されたスイッチのゲート線をデマ
ルチプレクサ走査配線とクロスさせ、レスキュー時には
スイッチのゲート線と断線しているソース信号線に接続
されているデマルチプレクサ走査配線とショートさせソ
ース信号線の断線を救済する構成図を示す。
【００１２】１は表示領域、２はソース断線レスキュー
用配線、３はデマルチプレクサ、４はデマルチプレクサ
走査配線、５はソース信号線、６は断線箇所、７はレス
キューコンタクト部分、８はIC、９は多結晶シリコンTF
Tで構成されたスイッチである。
【００１３】液晶表示装置のデマルチプレクサ３の辺
で、デマルチプレクサ３とIC８との間のスペースに断線
レスキュー配線２を配置し、デマルチプレクサ３で構成
される回路ブロックの片側に、断線しているソース信号
線５に相当する信号を選択し断線レスキュー配線に供給
するための多結晶シリコンTFTで構成されたスイッチ９
のゲート線をすべてのデマルチプレクサ走査配線４とク
ロスさせた構成であり、表示領域１内でソース信号線２
に断線個所６があった場合、ソース断線レスキュー用配
線２を使用し、断線しているソース信号線５の終端側と
断線しているソース信号線５がデマルチプレクサ３を介
してICに接続されている配線とをソース断線レスキュー
用配線２とクロスしている部分でショートさせ、さらに
スイッチ９のゲート線と断線しているソース信号線５に
接続されているデマルチプレクサ走査配線４とショート
させ断線している箇所６以降のソース信号線５に信号を
供給しの断線を救済し、ソース断線レスキューによる薄
線の発生を抑えることができる。
【００１４】（実施の形態２）図２は本発明の実施の形
態２におけるゲートドライバを多結晶シリコンTFTから
なる駆動回路で内蔵し、ソースドライバをICにて構成
し、デマルチプレクサを内蔵した液晶表示装置であっ
て、前記ソース信号線の断線をレスキューする為の表示
領域外周に配線する断線レスキュー配線を、デマルチプ
レクサの辺にて、デマルチプレクサとICとの間のスペー
スに配置し、デマルチプレクサで構成される回路ブロッ
クの片側に、断線している前記ソース信号線に相当する
信号を選択し断線レスキュー配線に供給するための多結
晶シリコンTFTで構成されたスイッチを断線レスキュー
配線１本に対してデマルチプレクサ数と同数配置し、ス
イッチのゲート線をそれぞれのデマルチプレクサ走査配
線と接続し、ドレイン側を断線レスキュー配線と接続
し、断線したソース信号線に相当する信号を選択するた
めソース側にて断線レスキュー配線とクロスさせ、レス
キュー時には断線したソース信号線に接続されているデ
マルチプレクサ走査配線で駆動するスイッチのソースと
断線レスキュー配線をショートさせ、ソース信号線の断
線を救済する構成図を示す。
【００１５】１は表示領域、２はソース断線レスキュー
用配線、３はデマルチプレクサ、４はデマルチプレクサ
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走査配線、５はソース信号線、６は断線箇所、７はレス
キューコンタクト部分、８はIC、９は多結晶シリコンTF
Tで構成されたスイッチである。液晶表示装置のデマル
チプレクサ３の辺で、デマルチプレクサ３とIC８との間
のスペースに断線レスキュー配線２を配置し、デマルチ
プレクサ３で構成される回路ブロックの片側に、断線し
ているソース信号線５に相当する信号を選択し断線レス
キュー配線に供給するための多結晶シリコンTFTで構成
されたスイッチ９を断線レスキュー配線１本に対してデ
マルチプレクサ数と同数配置し、スイッチ９のゲート線
をそれぞれのデマルチプレクサ走査配線４と接続し、ド
レイン側を断線レスキュー配線２と接続し、断線したソ
ース信号線に相当する信号を選択するためソース側にて
断線レスキュー配線２とクロスさせ、表示領域１内でソ
ース信号線２に断線個所６があった場合、ソース断線レ
スキュー用配線２を使用し、断線しているソース信号線
５の終端側と断線しているソース信号線５がデマルチプ
レクサ３を介してICに接続されている配線とをソース断
線レスキュー用配線２とクロスしている部分でショート
させ、さらに断線したソース信号線に接続されているデ
マルチプレクサ走査配線３で駆動するスイッチ９のソー
スと断線レスキュー配線２をショートさせ、断線してい
る箇所６以降のソース信号線５に信号を供給しの断線を
救済し、ソース断線レスキューによる薄線の発生を抑え
ることができる。
【００１６】なお、本発明はソースドライバを多結晶シ
リコンTFTで内蔵した場合でも同様の効果が得られるこ
とは言うまでも無い。
【００１７】
【発明の効果】以上説明したように本発明は、ゲートド*
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*ライバを多結晶シリコンTFTからなる駆動回路で内蔵
し、ソースドライバをICにて構成し、前記ソースドライ
バより出力されるソース信号一本に対し複数のデマルチ
プレクサを内蔵した液晶表示装置であって、前記ソース
信号線の断線をレスキューする為の表示領域外周に１本
又は複数本配線する断線レスキュー配線を、前記デマル
チプレクサの辺にて、前記デマルチプレクサと前記ICと
の間のスペースに前記断線レスキュー配線を配置するこ
とで、クロス容量を減らし表示に問題の無い断線レスキ
ューを可能にする構造であり、ソース断線レスキューに
よる薄線の発生を抑えることができ、ソース断線を救済
し、ソース断線による歩留まり悪化を低減させることで
コストダウンをすることが可能で、産業的価値が大であ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１における液晶表示装置の
構成図
【図２】本発明の実施の形態２のおける液晶表示装置の
構成図
【図３】従来の液晶表示装置の構成図
【符号の説明】
１  表示領域
２  ソース断線レスキュー用配線
３  デマルチプレクサ
４  デマルチプレクサ走査線
５  ソース信号線
６  断線部
７  レスキューコンタクト部
８  IC
９  スイッチ

【図１】 【図２】
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